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主催：大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 国際日本文化研究センター



 
 

  

1990年オランダ国立ライデン大学修士取得（日本学）、1994年京都大学大学博士課
程修了（日本近現代史）、2007年ライデン大学人文学博士号取得。2000‐2007年大
阪産業大学准教授、2005‐2015年京都大学非常勤講師、2007年よりオスロ大学准
教授、2017年8月より国際日本文化研究センター外国人研究員を併任。
専門分野は日本近現代史・思想史・国際関係史、日本映画史、日本酒の近現代史。
著書に、『新世界への調整――大正世代知識人の対外認識、1918年‐1932年』（東
京大学出版会、2018）、Yoshida Kijū – Fifty Years of Avant-Garde Filmmaking in Postwar 
Japan, Norwegian Film Institute, 2010、Nationalism and Internationalism in Imperial 
Japan - Autonomy, Asian Brotherhood, or World Citizenship?, RoutledgeCurzon Press, 
2003などがある。
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【アクセス】
京都府立総合社会福祉会館 ハートピア京都

日文研フォーラムとは
国際日本文化研究センター（日文研）が、来日中の外国人研究者
による日本研究の成果を市民の皆さまにご紹介し、共有してい
ただくことを主な目的とする催しです。
1987年の設立以来、月1回のペースで、京都市中心部の会場で
継続的に開催しています。

国際日本文化研究センター 研究協力課
〒610-1192　京都市西京区御陵大枝山町3-2
TEL: 075-335-2078
http://www.nichibun.ac.jp/ja/
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コメンテーター  細川 周平   日文研 教授
東京芸術大学大学院にて博士号取得。2004年より日文研勤務。
専門分野は近代日本音楽史、日系ブラジル文化史。主な著作に『サンバの国に演歌
は流れる』（中公新書、1995）、『シネマ屋、ブラジルを行く』（新潮選書、1998）、『遠
きにありてつくるもの――思い・ことば・芸能』（みすず書房、2008）、『日系ブラジル
移民文学1――日本語の長い旅「評論」』（みすず書房、2012）、『日系ブラジル移民
――文学2日本語の長い旅「歴史」』（みすず書房、2013）がある。

18:30～20:30第 3 2 2回 日文研フォーラム    2018 年 6月 12日（火）

 講師  ディック ステゲウェルンス   ノルウェー国立オスロ大学 准教授／日文研  外国人研究員 

 

日
本
国
民
の

    

戦
争
記
憶
を
め
ぐ
る
映
画
戦
争

　
　　

占
領
期
に
お
い
て
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
厳
し
く

統
制
さ
れ
、
映
画
界
も
極
東
国
際
軍
事
裁
判

の
判
決
に
従
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
占
領
軍
が
撤
退
す
る
や
否
や
、
日
本
国
民

の
戦
争
記
憶
を
め
ぐ
る
戦
い
は
燃
え
上
が
り
ま

し
た
。
左
派
の
監
督
は
戦
争
の
暴
力
性
や
残

酷
さ
に
注
目
す
る
映
画
を
撮
り
続
け
る
一
方
、

新
東
宝
な
ど
の
映
画
会
社
は
日
本
兵
を
美
化

し
た
作
品
な
ど
を
通
し
て
、
映
画
産
業
に
お
け

る
主
流
派
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
も
、
構
造
に
お

け
る
変
化
は
見
ら
れ
ま
す
が
、ス
ト
ー
リ
ー
、
描

写
、メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
に
お
い
て
は
占
領
後
の
戦

争
映
画
を
再
現
し
て
い
る
性
格
が
強
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
戦
争
を
主
題
と
す
る

占
領
期
以
降
の
映
画
群
の
分
析
を
通
し
て
、

そ
の
諸
要
素
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
戦
後
の

日
本
戦
争
映
画
の
源
流
を
探
り
ま
す
。


